
第１６回田中舘愛橘ローマ字書道コンクール募集要項 

 

■趣   旨   

田中舘愛橘博士が日本語の国際化のために提唱し普及に努めた日本式ローマ字を通して、博士の 

業績を顕彰することを目的とし「第１６回田中舘愛橘ローマ字書道コンクール」を実施します。 

■主   催  二戸市シビックセンター（指定管理者 特定非営利活動法人二戸市文化振興協会） 

■共   催  二戸市教育委員会 

■後   援  二戸市・田中舘愛橘会 

■応 募 資 格  小学生（５、６年生）・中学生・高校生  

■出 品 数   一人につき１点とし、未発表のものとします。 

■募 集 作 品   

ローマ字による習字 

・半紙を用い、各部門とも「毛筆により与えられた課題を手本」にローマ字で書くものとします。 

・必要事項を応募用紙に記入し作品下の中央へ貼付してください。（作品に氏名は不要） 

・筆ペンの使用は不可とします。 

■部   門  小学校の部・中学校の部・高等学校の部 

■課   題   

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

※原文「ローマ字の 文読みおれば 外つ国の 果てまで 春の心地こそすれ」より抜粋。 

■応 募 締 切  令和６年９月６日（金）必着 

■作品送付先・問い合わせ先  

🏣028-6103 岩手県二戸市石切所字荷渡６番地２ 
二戸市シビックセンター 田中舘愛橘ローマ字書道コンクール係 
TEL  0195-25-5411   FAX  0195-23-3548 

■表   彰 

【各部門共通】  

金賞（１点）賞状、盾（浄法寺塗）、図書カード（3,000 円） 

銀賞（２点）賞状、図書カード（2,000 円） 

銅賞（２点）賞状、図書カード（1,000 円） 

佳作（３点）図書カード（500 円） ※応募者全員に参加賞を贈呈。 

■結 果 発 表  令和６年１０月頃（審査会後）、応募があった学校へ入賞者一覧表を送付します。               

■展   示 

入賞作品は令和６年１０月２６日（土）から１１月１０日（日）まで当館内に展示します。 

■そ の 他 

・応募作品は希望する学校へ返却します。作品の著作権は全て主催者に帰属するものとし、広報及 

びプロモーションの目的で WEB サイトへの掲載、展示などに使用する場合があります。 

・応募作品は、郵送もしくは直接シビックセンターへお届けください。郵便料金等の経費は全て応 

募者の負担とします。主催者は作品の輸送中に被った紛失、破損等に対しいかなる責任も負いま 

せん。 

 



別紙 A 
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日本式ローマ字の一覧表  

あ い う え お 拗音（ようおん） 

あ a い i う u え e お o    

か ka き ki く ku け ke こ ko きゃ kya きゅ kyu きょ kyo 

さ sa し si す su せ se そ so しゃ sya しゅ syu しょ syo 

た ta ち ti つ tu て te と to ちゃ tya ちゅ tyu ちょ tyo 

な na に ni ぬ nu ね ne の no にゃ nya にゅ nyu にょ nyo 

は ha ひ hi ふ hu へ he ほ ho ひゃ hya ひゅ hyu ひょ hyo 

ま ma み mi む mu め me も mo みゃ mya みゅ myu みょ myo 

や ya い yi ゆ yu え ye よ yo    

ら ra り ri る ru れ re ろ ro りゃ rya りゅ ryu りょ ryo 

わ wa ゐ wi う wu ゑ we を wo    

が ga ぎ gi ぐ gu げ ge ご go ぎゃ gya ぎゅ gyu ぎょ gyo 

ざ za じ zi ず zu ぜ ze ぞ zo じゃ zya じゅ zyu じょ zyo 

だ da ぢ di づ du で de ど do ぢゃ dya ぢゅ dyu ぢょ dyo 

ば ba び bi ぶ bu べ be ぼ bo びゃ bya びゅ byu びょ byo 

ぱ pa ぴ pi ぷ pu ぺ pe ぽ po ぴゃ pya ぴゅ pyu ぴょ pyo 

     くゎ kwa ぐゎ gwa  

 

「ローマ字で書かれた手紙を読んでいると、遠い外国にいても心が温まる

気持ちがする」という意味の短歌です。 

1925 年（大正 14 年）、田中舘愛橘博士が 69 才の時にフランス、イタリア、

ベルギーの国際会議へ出席した際、滞在先で詠んだものです。まだ航空路はな

く、シベリア鉄道で往復していました。片道 2 週間の鉄道の旅でした。 


